
競 技 注 意 事 項 

 本大会は、２０２５年度（公財）日本陸上競技連盟競技規則および駅伝競走基準、ならびに本大会規

定により実施する。 

１ 出場選手について 

（１） チームの編成は、監督１名、選手８名以内（女子）・９名以内（男子）とし、申込後の変更は認

めない。 

（２） オーダー（走順）については、最終オーダー用紙をレース前日７日（金）午後２時００分まで

に、用紙か E-mail にて提出すること。USB 等記録媒体では受付しない。E-mail 提出後、実行

委員会から返信がない場合は、電話連絡をすること。すべての最終オーダー確認後、申込メー

ルアドレスにオーダーリストを送信する。 

（３） 最終オーダー用紙提出からレース当日朝までの事故等による競技者の変更は、補員をその区間

の交代として補充することができる。ただし、区間の変更は認めない。また、緊急事態等によ

りチームの選手が規定の区間数に満たなくなった場合、オーダーの組み換えを認める。この場

合、チームはオープン参加となるが、個人の成績は有効とする。この競技者の変更は、男女と

もにレース当日の午前７時３０分～８時００分に大会総務（県営陸上競技場内大会本部）へ申

し出ること。その際は、医師の診断書を持参するか、大会総務の判断によるものとする。 

２ アスリートビブスについて 

   競技者は、大会本部が配布したアスリートビブスを胸と背にはっきりと見えるようにつけなけれ

ばならない。アスリートビブスは、レース前日７日（金）午後１時００分～４時００分に、陸上

競技場内会議室で配布する。 

３ 競技について 

（１） 各区間のトラックレースとし、全区間の集計結果でチームの順位をつける。 

（２） 女子５区間（１・５区３０００ｍ、２～４区２０００ｍ）男子６区間（１～６区３０００ｍ） 

（３） スタート位置は、アスリートビブス番号順とし 2段スタートで行う。 

※アスリートビブス番号は、別表に示す。 
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（２） 2 区以降については、前区間トラックレース順位によって変動する。また、前区間レースの１

～12位が第 1グループ（内側）、13～22 位が第 2グループ（外側）とする。 

（３） 2 区以降の各レースのスタート位置については、ゴールでホワイトボードに示す。 

（４） 選手は必ずたすきをかけてレースを行う。次走者はゴール後にたすきの引継ぎをする。たすき



は大会総務で準備をする。 

（５） たすきの引継ぎは、ゴール付近にウエイティングゾーン（次走者待機場所）を設ける。ゴール

の動きについては、係の指示に従うこと。 

（６） たすきを引き継いだ選手は、速やかにゴールテントへ移動し、自分の荷物を持って退場するこ

と。 

（７） 区間記録および順位は、競技者の胴体（トルソー）のいずれかの部分が、フィニッシュライン

に到達したことで計時ならびに判定をする。 

（８） 記録の測定は写真判定装置の他に、バックアップとして手動計時も同時に行う。 

（９） 競技中に審判長、審判員または救護員から競技中止を命じられた場合、競技者は直ちに競技を

中止しなければならない。 

（10）競技用靴については、道路競技シューズ規程を適用し４０ｍｍまでとする。また、スパイクを   

   使用しても構わない。ただし、レース記録は非公認記録とする。 

 

４ 招集について 

（１） 招集所は、室内通路に設置する。入退場は係員の指示に従うこと。 

（２） 選手は、事前に配布されるビニール袋に区間シール（チーム名を記名）を貼り、すべての荷物

を入れること。 

（３） 事前に配布された腰ナンバーは、右腰臀部やや後方につけること。 

（４） 監督およびコーチ等は、招集所に入場後の選手には助言することはできない。 

（５） 各区間の競技者招集完了時刻は、スタート２０分前とする。  

（６） 各区間走者のスタートならびに通過予定時刻、招集完了時刻は以下の通りとする。 

                

 

 

 

 

（７） 役員の指示で点呼を行う。その際、ユニフォーム・アスリートビブス・腰ナンバー・衣類等の

チェックを受けること。 

（８） スタート地点ならびにウェイティングゾーンには、係員の指示で入場する。選手は、自分の荷

物をビニール袋に入れ移動すること。 

５ その他 

（１） 選手は、1区の選手は室内練習場中央部分からアナウンスの紹介で、入場を開始する。2区以降

について、競技中に紹介をする。 

（２） ウォーミングアップは、スカイドーム内とスカイドーム広場を利用し、クマ被害未然防止とし

てサブトラックは使用できない。 

（３） のぼり旗等の設置は、次の通りにする。 



① 個人名の入ったのぼり旗や横断幕の使用は認めない。 

② 競技場内のバックストレート、サイドスタンドの手すり、メインスタンドは最上段の手すりへ

の設置を認める。 

（４） 公園内やコンコースにテントやシートを設置しないこと。 

（５） 応援は、メイン・サイド・バックスタンドと、競技場内も可能とする。 

（６） 競技場内で応援する場合は、100ｍスタートゲートからトラックに入ること。 

（７） レース中に生じた事故については、大会本部は応急処置のみ行うが、それ以外の責任は負わな

い。 

（８） 救護室は、室内走路に設置する。 

（９） スカイドーム内に各県ごとに控え場所を設置する。人工芝上に控え場所としてシートを設置す

ることは可能だが、飲食はできない。                                                   

（10）ゴミは各チームで持ち帰ること。 

 （11）主催者や実行委員会が定める規定以外の商標は、招集所及び競技会場内への持ち込みは不可と

する。なお、商標に関する規定は、次のとおりとするが、詳細は陸上競技ルールブック「競技

会における広告および展示物に関する規定」を参照にすること。 

    ①上半身の衣類 

     ・製造会社のロゴ：ロゴの高さは５ｃｍ以内、面積４０㎠以内の長方形とする。 

     ・製造会社の表示は１ヵ所のみとする。 

     ・加盟団体の所在地を示す場合、校名と切り離して表示し、前部の右胸、左胸、後部の１ヵ   

      所に表示できる。 

    ②下半身の衣類・個人のバック 

     ・製造会社のロゴ：高さ５ｃｍ以内、面積４０㎠以内のものを、それぞれ１ヵ所とする。 

    ※実行委員会（係員）に指摘された場合は、その指示に従う。 

 （12）記録の掲示については、陸上競技場正面入り口付近に掲示する。 


